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研究成果の概要（和文）：付加体は、日本の地質体の中で最も重要な構成要素の一つである。非変成の付加体と
して大きなものは、ペルム紀付加体、ジュラ紀付加体、白亜紀-古第三紀付加体がある。これらの付加体がなぜ
形成され、それ以外の時代になぜ形成されなかったのかは、長い間謎であった。本研究において、古-中生代の
地層中に含まれる砕屑性ジルコンの年代値の検討によって、マグマ活動の消長と付加体形成のリンクが明らかに
なった。また、付加体終焉の鍵となった巨大海底火山の衝突のプロセスも本研究によって解明された。

研究成果の概要（英文）：Accretionary prisms constitute one of the most important components of the 
geological formations in Japan. The large non-metamorphic accretionary complexes in Japan are the 
Permian, Jurassic, and Cretaceous-Paleogene accretionary complexes. For a long time, it has been a 
mystery as to why these accretionary complexes formed and why they did not form at other times. In 
this study, we have clarified the relationship between the ebb and flow of magmatic activity and the
 formation of accretionary complexes by examining the ages of detrital zircons contained in 
Paleo-Mesozoic strata. This study has also explained the collision process of giant submarine 
volcanoes, which was key to the end of the accretionary complex by means of geological investigation
 in the Permian accretionary complex of the Akiyoshi Belt.

研究分野：付加体地質学

キーワード： 付加体　地質学　砕屑性ジルコン年代　放散虫化石　メランジュ　石灰岩　チャート
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、日本各地でジオパーク活動が広がりを見せ、ブラタモリなどの人気番組でも取り上げられるなど、一般の
人々にとっても地質学は身近なものになりつつある。付加体は日本各地に分布し、各地の重要な基盤岩となって
いる。本研究では、付加体の形成過程について最新の知識を公表し、一般市民に対しても分かりやすく発信し、
ジオパーク観光などで、付加体の正しい知識を身につけ、日本の地質の深淵に触れることを可能にした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
付加体は日本の地質の重要な構成要素であり、収束境界における地質過程を理解する上で鍵
となる地質体である。日本の非変成の付加体には、根田茂帯の前期石炭紀付加体、秋吉帯や超丹
波帯などのペルム紀付加体、美濃-丹波帯や秩父帯のジュラ紀付加体、四万十帯の白亜紀-古第三
紀付加体などがある。これらの付加体が何故形成され始めたのか、何故衰退して形成が停止した
のか？については、あまり議論されてこなかったし、解明されてこなかった。しかし、近年砕屑
性ジルコンの U-Pb年代測定が行われるようになり、これらの解明が可能になる状況が生まれて
きた。 
 
２．研究の目的 
 
日本の非変成付加体が何故形成され始めたのか、何故衰退して形成が停止したのか？を、砕屑
性ジルコンの U-Pb年代測定によって解明するとともに、海底火山の上に形成された石灰礁が付
加される過程で起こる構造イベントが、付加体の消長にどのように関わっているかを明らかに
することを目的として、研究が遂行された。 
 
３．研究の方法 
 
中国地方に広く分布する古生代から中生代の堆積岩中の砕屑性ジルコンの U-Pb 年代測定を
測定するとともに、既に公表されている日本各地の砕屑性ジルコン U-Pb 年代データを統合し、
解析することで、付加体の形成の原因を解明した。また地質調査を実施し、中国地方の秋吉帯ペ
ルム紀付加体の層序や地質構造を解明し、巨大海底火山の衝突と石灰礁の破断・付加による構造
運動がもたらす付加体の変形について検討を行った。 
古生代の地層では、秋吉帯ペルム系の大田ユニット・常森ユニット・錦ユニットの砂岩層、ペ
ルム紀-三畳紀付加体の高圧型変成相である周防変成岩類、京都府および岡山県内の超丹波帯ペ
ルム紀-三畳紀付加体中の砂岩層、三畳系陸棚相の美祢層群の砂岩などにおいて、砕屑性ジルコ
ン U-Pb年代の測定を実施した。 
ペルム紀付加体の現地調査では、秋吉石灰岩西方に分布する常森層、北方に分布する別府ユニ
ット、南方の大田ユニットなどの地質調査を実施した。別府ユニットと大田ユニットとでは、チ
ャートや泥岩から放散虫化石の抽出を試み、砂岩からは砕屑性ジルコンU-Pb年代の測定を試み
た。 
 
４．研究成果 
 
本研究の主要な成果としては、① 日本の付加体の歴史を 5億年に渡ってとりまとめたこと、 
② 付加体の形成が後背地におけるマグマ活動の消長と密接に関係していることを明らかにし
たこと、③ 秋吉帯のペルム紀付加体における地層の逆転が、石灰岩だけではなく、付加体やそ
の被覆層に及んでいることを解明したことの 3点である。①の成果は、日本及び東・東南アジア
の研究報告から得られたデータに基づいてとりまとめられた。②の成果は、日本各地の砕屑性ジ
ルコン U-Pb年代データの統合解析によって明らかになった。③の成果では、ペルム紀付加体の
地質構造に大きな影響を与えた巨大海底火山の形成・移動・衝突の歴史を詳細に解明し、付加体
形成後の構造運動により、石灰岩のみならず付加体全体が逆転構造を含む大規模な構造改変に
巻き込まれたことが解明された。 
① 日本の付加体形成史について成果としては、Wakita et al. (2021)に報告したように、超大
陸ロディニアが分裂したのち、約 5 億年前から日本列島は収束境界に位置するようにな
り、現在に至っている。日本周辺の収束境界では、大陸分裂や衝突によってプレートの配
列や沈み込み様式は変遷してきた。その中で、古生代から現在まで、日本周辺では付加体
ができた時代と出来なかった時代が存在した。 
② 付加体が出来た時代は、後背地で活発なマグマ活動があったことが、日本の古生代〜中生
代の地層中に含まれる砕屑性ジルコンU-Pb年代データによって明らかになった。砕屑性
ジルコン年代は、ペルム紀、ジュラ紀、白亜紀に集中し、これらはそれぞれペルム紀付加
体、ジュラ紀付加体、白亜紀付加体に対応している。古第三紀付加体については、砕屑性
ジルコン U-Pb 年代データが古生代〜中生代の地層に限定されていたため、対応は不明で
あるが、同様の結果が期待される。 
③ 秋吉帯のペルム紀付加体は、世界の他の付加体とは異なる特徴を有している。それは、層
序が詳しく解明された厚い石灰岩層を伴うことである。この石灰岩はパンサラッサ海で約
8000 万年間もの間成長を続けた石灰礁が起源となっている(Wakita, 2019)。この堆積記
録を基に、その歴史を解明することが可能となった。今から約 3億 8000万年前に生まれ



た海洋プレート上に約 3億 5000万年前にホットスポット型の海底火山が生まれた。この
火山活動が停止したのち、海底火山の頂部にフズリナやサンゴをともなう石灰礁が形成さ
れた。海洋プレートが移動しながら冷却し海底面が沈下するのに呼応して、このサンゴ礁
は海面すれすれまで成長しつづけて、海溝に到達した。海溝到達時に海底火山の高さは約
5500m にも達した。この巨大な海底火山が衝突付加することで、ペルム紀付加体は形成
され、そしてその直後に形成は終了した。 
以上のように、日本の付加体の全体像、付加体の消長の秘密、ペルム紀付加体形成の謎などが、
本研究によって解明された。 
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